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賃貸住宅経営相談センター
のご案内

http://www.kairyoukousya.or.jp/
（ホームページ上のみで、お電話での相談は受け付けておりません。）

弊公社のホームページに賃貸住宅経営相談センター（相談コーナー）を開設しております。
専門相談員が賃貸住宅経営に関するご相談に無料で応じておりますので、是非ご利用ください。

（一財）住宅改良開発公社

改 良 公 社 か ら オ ー ナ ー に お く る 賃 貸 住 宅 経 営 情 報 誌

◉賃貸経営アラカルト
民法改正が賃貸経営に与える影響
◉相談員さんお願いします
すぐに実践できる入居募集時のひと工夫
◉賃貸トラブル法律講座
騒音・ゴミ出し・私物放置…適切な対応方法は？

2018.7

vol.83
summer

●空き家がなかなか埋まりませんがいい方法はありますか？
●経費がかさんで大変です、経費削減のいい方法はありますか？
●ペット対応にするときの注意点は何でしょうか？
●適切なアパートローンを選ぶポイントを教えてください。

相談内容の例

メリットや注意点を正しく理解して検討を

賃貸経営の「法人化」特 集



23 2HARMONY 2018 HARMONY 2018

資産管理
法人

法
人
に
し
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
と
は

 

「
近
年
、
個
人
の
所
得
税
は
増
税
傾
向

に
あ
り
、
高
額
所
得
者
の
方
に
は
か
な

り
負
担
増
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
個

人
で
節
税
で
き
る
方
法
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
お
手
伝
い
を

し
た
際
な
ど
に
、
法
人
化
し
た
方
が
い

い
と
思
わ
れ
る
方
に
は
提
案
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。」
と
浅
野
さ
ん
。
日
本

の
税
制
で
は
、
個
人
に
発
生
す
る
所
得

税
に
は
、
所
得
金
額
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
税
率
が
高
く
な
る
累
進
課
税
方
式
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
得
税
と
住
民

税
を
合
わ
せ
た
税
率
は
、
個
人
で
は
６

９
５
万
円
超
〜
９
０
０
万
円
以
下
の
場

合
33
%
で
計
算
さ
れ
る
部
分
が
、
９
０

◉記事は辻・本郷税理士法人へのイ
ンタビューをもとに構成しています。
話を伺った方は東京丸の内相続セン
ター長である、税理士の浅野恵理さん。
個人・法人の相続・事業承継のスペシ
ャリスト。セミナー講演も多数行って
います。

節
税
や
相
続
・
事
業
承
継
対
策
に

特 集

賃
貸
経
営
の「
法
人
化
」

メ
リ
ッ
ト
や
注
意
点
を
正
し
く
理
解
し
て
検
討
を

S p e c i a l  F e a t u r e

個
人
で
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
を
し
て
い
る
方
に
は
法
人
化
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
で
す
が
、
注
意
点
も
あ
り
、

正
し
い
理
解
を
し
た
上
で
検
討
す
る
こ
と
が
大
事
。
賃
貸
経
営
の
法
人
化
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

０
万
円
超
〜
１
８
０
０
万
円
以
下
だ
と

43
%
で
計
算
す
る
部
分
が
出
て
き
ま
す
。

一
方
、
法
人
の
実
効
税
率
は
所
得
が
８
０

０
万
円
以
下
の
場
合
は
30
%
を
切
っ
て

お
り
、今
後
も
政
府
の
方
針
で
は
引
き
下

げ
の
ト
レ
ン
ド
に
あ
り
ま
す
（
図
表
①
）。

 

「
一
概
に
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
所
得
が
９
０
０
万
円
を
超
え

る
方
は
、
法
人
化
を
検
討
す
る
価
値
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。」　　
　
　

　

浅
野
さ
ん
は
賃
貸
経
営
を
個
人
事
業

主
か
ら
法
人
に
変
え
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
以
下
の
項
目
を
挙
げ
ま
す
。

①
節
税
対
策

 

「
個
人
の
所
得
税
・
住
民
税
の
税
率
が

30
%
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
法
人
が

有
利
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
親
の
不
動

産
を
相
続
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

は
、
不
動
産
所
得
と
給
与
所
得
が
合
算

さ
れ
る
た
め
法
人
化
す
る
こ
と
で
高
い

節
税
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。
年
金
で

暮
ら
し
て
い
る
方
も
、
年
金
と
不
動
産

所
得
が
合
算
さ
れ
る
た
め
、
節
税
の
み

な
ら
ず
社
会
保
険
料
が
軽
減
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。」

②
所
得
分
散
効
果

 

「
法
人
化
す
る
と
、
役
員
報
酬
を
会
社

の
経
費
と
し
て
計
上
で
き
ま
す
。
奥
さ

ん
や
子
ど
も
を
役
員
に
し
て
報
酬
を
払

っ
て
所
得
を
分
散
す
る
こ
と
で
、
個
人

事
業
主
と
し
て
不
動
産
収
入
を
得
る
よ

り
も
適
用
税
率
を
下
げ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
（
図
表
②
）。
ま
た
、
家
族
に
報
酬

を
払
う
こ
と
は
、生
前
か
ら
の
資
産
の
移

転
、
お
よ
び
将
来
の
相
続
税
の
納
税
資

金
の
積
み
立
て
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。」

③
事
業
承
継
対
策

 

「
も
し
オ
ー
ナ
ー
が
認
知
症
等
に
な
っ

て
意
思
決
定
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

契
約
行
為
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
物
件
の
売
却
や
建
て
替
え
な

ど
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

法
人
な
ら
意
志
決
定
は
取
締
役
会
が
行

う
の
で
、
積
極
的
な
資
産
活
用
も
可
能

で
す
。
オ
ー
ナ
ー
が
元
気
な
う
ち
に
法

人
化
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。」

④
経
費
計
上
の
柔
軟
性

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

「
最
近
、
若
い
方
々
は
合
同
会
社
を
選

ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
合
同

会
社
の
方
が
株
式
会
社
よ
り
も
設
立
費

用
が
15
万
円
程
度
安
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
信
用
度
に
も
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
賃
貸
経
営
の
法
人
化
に

あ
た
っ
て
は
ど
ち
ら
が
有
利
、
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

ま
た
、
会
社
の
事
業
内
容
に
よ
っ
て

法
人
の
タ
イ
プ
は
次
の
３
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
図
表
④
）。

 

「
法
人
は
、
個
人
事
業
主
よ
り
も
経
費

計
上
で
き
る
項
目
が
増
え
ま
す
（
図
表

③
）。
例
え
ば
法
人
を
対
象
に
し
た
積

立
型
の
保
険
に
加
入
す
れ
ば
、
積
立
金

を
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

節
税
し
な
が
ら
大
規
模
修
繕
費
用
や
退

職
金
を
積
み
立
て
る
な
ど
、
多
様
な
対

策
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。」

法
人
の
タ
イ
プ
は

目
的
に
合
わ
せ
て
選
択
を

　

法
人
設
立
に
際
し
て
は
、
現
実
的
に

は
「
株
式
会
社
」
か
「
合
同
会
社
」
を

1図表 個人適用税率・法人実効税率
税率

（%）

55

43

20
15

195 330 400 695 800 900 1800
所得（万円）

33.59
23.20
21.42

個人※
1

法人※
2

賃貸
アパート

オーナー

収入が増えるほど
所得税が高くなる

不動産収入

賃貸
アパート

オーナー 奥様 子

2図表 所得の分散2図表 所得の分散

3図表 経費計上できる項目の差

《個人事業主の場合》

経費

事務所経費
消耗品費 等

役員報酬
給与所得控除

あなた個人の
課税所得

課税所得

経費 事務所経費
消耗品費 等

課税所得

売
上

《法人化した場合》

役員報酬地代 役員報酬

不動産収入

30

4000

50

所得が分散され節税に!

※1:所得税・住民税合算税率（復興特別所得税含む）、その他一定の
条件を満たした事業者には事業税も課される（東京都の場合）

　http://www.tax.metro.tokyo.jp/kazei/kojin_ji.html#gaiyo_04
　・表の税率は概算で実際とは多少異なります。詳しくは専門家にご相談ください
※2:資本金1億円以下の普通法人

法人の場合個人の場合
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S p e c i a l  F e a t u r e
節
税
や
相
続
・
事
業
承
継
対
策
に

法
人
は
５
〜
10
％
程
度
の
管
理
手
数
料

を
受
け
取
り
ま
す
。
業
務
内
容
に
比
べ

て
報
酬
額
が
あ
ま
り
に
大
き
い
と
、
税

務
署
か
ら
否
認
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。」

　

こ
の
３
種
類
の
う
ち
、
所
得
分
散
効

果
は
「
不
動
産
所
有
方
式
→
サ
ブ
リ
ー

ス
方
式
→
不
動
産
管
理
方
式
」
の
順
に

低
く
な
り
ま
す
。

 

「
ど
の
法
人
が
向
い
て
い
る
か
は
、
家

賃
収
入
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
状
況
、

オ
ー
ナ
ー
の
年
齢
や
資
産
の
引
き
継
ぎ

方
に
よ
っ
て
判
断
は
分
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
定
款
に
３
種
類
す
べ
て
の
業
務
を

で
き
る
よ
う
に
定
め
て
お
け
ば
、
設
立

後
の
組
織
替
え
も
可
能
で
す
。
ま
ず
は

不
動
産
管
理
方
式
か
ら
始
め
て
、
時
期

を
見
て
不
動
産
所
有
方
式
に
転
換
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。」

法
人
化
の
注
意
点
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
?

　

次
に
法
人
化
す
る
際
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
を
伺
い
ま
し
た
。

 

「
ま
ず
、
株
主
の
選
定
で
す
。
複
数
の

子
ど
も
に
平
等
に
株
式
を
渡
し
た
場
合
、

子
ど
も
た
ち
の
仲
が
良
け
れ
ば
い
い
で

す
が
、
関
係
が
悪
く
な
っ
た
り
、
次
の

世
代
に
代
わ
っ
て
か
ら
意
見
が
ま
と
ま

ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
一
人
承
継
者
を
決
め
て
株
式
の

過
半
数
を
渡
し
た
り
、
ま
ず
は
オ
ー
ナ

ー
夫
婦
で
株
を
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
見
な
が
ら
徐
々
に
株
を
贈
与

し
て
承
継
者
を
決
め
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

　

ま
た
、
法
人
化
は
“
タ
イ
ミ
ン
グ
の

見
極
め
も
大
切
で
あ
る
”
と
強
調
し
ま

す
。

 

「
相
続
対
策
の
た
め
に
借
り
入
れ
を
起

こ
し
て
ア
パ
ー
ト
を
建
て
て
い
た
場
合
、

注
意
が
必
要
で
す
。
法
人
化
し
て
、
建

物
を
資
産
管
理
会
社
に
譲
渡
し
て
借
入

金
も
返
済
し
て
し
ま
う
と
、
財
産
額
が

元
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
相
続
が
起
こ
っ

た
時
に
多
額
の
相
続
税
が
発
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
相
続
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
年
間
か
の
所

得
税
の
減
税
効
果
と
比
較
し
て
決
断
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。」

　

法
人
化
を
検
討
す
る
目
安
と
な
る
時

期
に
つ
い
て
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

「
付
帯
設
備
の
減
価
償
却
期
間
を
15
年

に
し
て
い
る
方
が
多
く
、
終
了
す
る
と

法人化のポイント

◉所得を分散できる
家族に役員として報酬を支払い、所得を分散
◉役員報酬や退職金が経費に

事業主に対する退職金も法人の経費にできる
◉生命保険等の活用

全額または半額を損金として計上できる
◉欠損金の繰越

赤字は９年間繰り越して控除できる

と
も
可
能
で
す
。」

②
サ
ブ
リ
ー
ス
方
式

 

「
賃
貸
住
宅
の
所
有
権
を
オ
ー
ナ
ー
に

残
し
、
法
人
が
サ
ブ
リ
ー
ス
（
一
括
借

り
上
げ
）
す
る
方
式
で
す
。
法
人
は
家

賃
を
保
証
す
る
代
わ
り
に
、
家
賃
収
入

の
15
〜
20
％
程
度
の
報
酬
を
得
ま
す
。

空
室
が
出
る
と
法
人
に
は
リ
ス
ク
と
な

る
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
入
居
者
管

理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

③
不
動
産
管
理
方
式

 
「
賃
貸
管
理
業
務
を
法
人
で
行
い
ま
す
。

①
不
動
産
所
有
方
式

 
「
建
物
の
所
有
権
を
オ
ー
ナ
ー
か
ら
法

人
に
移
し
、
家
賃
収
入
が
す
べ
て
法
人

に
入
る
よ
う
に
し
ま
す
。
土
地
は
オ
ー

ナ
ー
所
有
の
ま
ま
に
し
て
、
法
人
が
オ

ー
ナ
ー
に
毎
月
地
代
を
支
払
う
の
が
一

般
的
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
や
家
族
に
報
酬

を
支
払
う
こ
と
に
よ
る
所
得
分
散
効
果

を
一
番
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在

個
人
で
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
を
し
て
い
る

場
合
、
名
義
を
法
人
に
変
更
す
る
こ
と

で
、
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
を
継
続
す
る
こ

一
気
に
税
金
が
増
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
期
は
法
人
化
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
て
は
良
い
機
会
で
す
。
そ
の

際
、
借
り
入
れ
で
ア
パ
ー
ト
を
建
て
、

法
人
と
個
人
の
両
面
か
ら
の
節
税
対
策

を
行
う
の
も
賢
い
選
択
で
す
。」

　

設
立
コ
ス
ト
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。株
式
会
社
の
場
合
、合
計
25
万

円
程
度
（
合
同
会
社
は
10
万
円
程
度
）。

ほ
か
に
手
続
き
を
代
行
す
る
司
法
書
士

へ
の
報
酬
が
５
〜
10
万
円
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と

し
て
、
確
定
申
告
の
際
に
顧
問
税
理
士

へ
の
報
酬
が
数
十
万
円
。
ま
た
収
支
が

◉会社設立の手間、経費がかかる
設立の届出、登録免許税などの費用負担
◉譲渡所得税、登記費用の負担

譲渡に関わる税金や司法書士への報酬が発生
◉社会保険の加入義務

厚生年金・健康保険への加入が義務となる
◉決算業務

確定申告の際必要な財務諸表類の作成が手間

●

法人化の
ポイントと
注意点

入居者

入居者

入居者

賃貸
アパート

4図表 法人の種類

①不動産所有方式

②サブリース方式

管理料

清掃など物件の管理業務

資産管理法人

③不動産管理方式

建物:法人所有

賃貸
アパート

一括貸付 賃貸借契約

資産管理法人

賃貸
アパート

建物を売却 賃貸借契約

資産管理法人

オーナー

オーナー

建物:オーナー（個人所有）

オーナー

建物:オーナー（個人所有）

家賃

家賃家賃

家賃地代

土地:オーナー
（個人所有）

賃貸住宅の所有権をオーナーから法人に
移し、賃料収入をすべて法人が取得

ポイ
ント

もし株式数が半々で同数となると、
決議が出来なくなることに

承継

共有はもめる原因に×
資産管理
法人

承継

承継

資産管理
法人A

長女

長男

資産管理
法人B

物件毎に法人を設立

子どもそれぞれを承継者に法人を
設立して、もめごとをクリア

将来もめないために
共有

長男

長女

法人化の注意点

土地:オーナー
（個人所有）

土地:オーナー
（個人所有）

賃貸住宅の所有権をオーナーに残し、
法人が一括で借り上げる方式

ポイ
ント

管理業務を法人で行う。法人は５〜10%
の管理手数料を得る

ポイ
ント

赤
字
で
も
、
法
人
住
民
税
の
均
等
割
が

最
低
で
も
年
間
７
万
円
か
か
り
、
社
会

保
険
へ
の
加
入
も
義
務
と
な
り
ま
す
。

 

「
そ
れ
な
り
に
負
担
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

何
を
目
的
に
設
立
す
る
の
か
、
方
向
性

を
明
確
に
し
て
始
め
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
法
人
を
設
立
し
た
後
、

効
果
が
出
な
け
れ
ば
休
眠
会
社
に
し
て
、

状
況
が
変
わ
っ
て
か
ら
再
開
さ
せ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
な
お
、
法
人
化
は
複

雑
な
案
件
で
す
か
ら
、
総
合
的
な
視
点

か
ら
提
案
で
き
る
専
門
家
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
に
相
談
す
る
こ
と
が
お

す
す
め
で
す
。」
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賃 貸 経 営
ア ラ カ ル ト

賃 貸 経 営  ア  ラ  カ  ル  ト

◉記事は東京永田町法律事務所へのイ
ンタビューをもとに構成しています
話を伺った方は、弁護士・税理士の長谷
川裕雅氏。朝日新聞記者という経歴を持
つ。その後弁護士に転身。著書「磯野家
の相続」はベストセラーに。極度額を定めないと、賃貸借契約書の保証人事項は無効になる。

約
１
２
０
年
ぶ
り
と
な
る
民
法
の
改
正
が
決
ま
り
、
２
０
２
０
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
オ
ー
ナ
ー
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
。

賃
貸
借
契
約
の
法
律
問
題
に
詳
し
い
弁
護
士
の
長
谷
川
裕
雅
氏
に
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

民
法
改
正
が
賃
貸
経
営
に
与
え
る
影
響

7

実
務
ル
ー
ル
の
明
文
化
が
主

業
務
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い

 

「
約
１
２
０
年
ぶ
り
の
改
正
と
い
う
こ

と
で
、
報
道
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
経
営
に
関
し
て
は
、

従
来
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
言
っ
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
の
方
に
は

安
心
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。」
と

長
谷
川
弁
護
士
は
言
い
ま
す
。
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
説
明
を
続
け
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

 

「
日
本
の
民
法
に
は
１
０
４
４
も
条
文

が
あ
り
、
細
か
な
条
文
の
数
が
多
い
た

め
頻
繁
に
改
正
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
方
で
不
動
産
の
賃
貸
借

契
約
に
は
、
独
特
の
商
習
慣
や
ル
ー
ル

が
あ
り
、
例
え
ば
敷
金
で
も
地
方
に
よ

っ
て
実
情
や
呼
び
方
も
違
い
ま
す
。
複

雑
で
多
岐
に
わ
た
る
ト
ラ
ブ
ル
を
、
民

法
の
条
文
だ
け
に
基
づ
い
て
解
決
す
る

こ
と
は
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
、
条
文

の
解
釈
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
借
地

借
家
法
と
い
う
民
法
に
優
先
す
る
特
別

法
を
制
定
し
、
い
く
つ
も
の
判
例
を
重

ね
る
こ
と
で
、
判
断
の
根
拠
と
し
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
民
法
改

正
は
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
様
々
な
判
例

を
条
文
に
落
と
し
込
ん
で
、
明
文
化
し

た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
務
を
追
認

し
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
機
に
何
か
が

大
き
く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
基
本
的

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

入
居
者
の
連
帯
保
証
人
の

保
証
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
た

　

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
の
図

表
に
示
し
た
３
点
。
実
質
的
に
従
来
と

変
わ
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
長
谷
川

弁
護
士
が
注
目
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
い
る
の
が
、
連
帯
保
証

人
の
保
証
に
極
度
額
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
で
す
。
連
帯
保

証
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
、

保
証
の
上
限
額
を
あ
ら
か
じ

め
書
面
で
合
意
す
る
こ
と
が

明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

保
証
の
上
限
額
を「
極
度
額
」

す
。
滞
納
期
間
が
延
び
れ
ば
滞
納
家
賃

だ
け
で
な
く
、
原
状
回
復
費
用
、
強
制

執
行
費
用
な
ど
、
際
限
な
く
保
証
額
が

膨
ら
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。」

　

こ
の
改
正
は
連
帯
保
証
人
の
保
護
と

い
う
意
味
合
い
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

極
度
額
は
、
金
額
で
も
「
家
賃
○
カ
月

分
」
と
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

「
極
度
額
に
関
し
て
は
今
後
業
界
内
で

目
安
と
な
る
数
字
が
出
て
く
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
金

額
を
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
連
帯
保
証

人
に
な
り
た
が
ら
な
い
人
も
増
え
る
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
極
度
額
を
１
年
半
の

家
賃
額
と
し
た
場
合
に
、
10
万
円
の
家

ま
と
め

と
い
い
ま
す
。

 

「
こ
れ
ま
で
、
極
度
額
が
な
か
っ
た
た

め
、
連
帯
保
証
人
が
負
担
す
る
金
額
は

青
天
井
で
し
た
。
こ
れ
は
お
か
し
な
こ

と
で
す
よ
ね
。
金
額
が
事
前
に
確
定
し

て
い
な
い
も
の
を
買
う
よ
う
な
も
の
で

賃
な
ら
１
８
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
親

兄
弟
な
ら
ま
だ
し
も
、
友
人
や
会
社
の

同
僚
が
こ
の
リ
ア
ル
な
数
字
を
見
せ
ら

れ
て
、『
わ
か
り
ま
し
た
』
と
同
意
す
る

で
し
ょ
う
か
。
逆
に
極
度
額
を
低
く
す

る
と
、
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
は
負
担
費

用
を
賄
え
な
く
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
も

考
え
ら
れ
ま
す
。」

今
回
の
改
正
に
よ
り

家
賃
保
証
会
社
利
用
が
加
速
?

　

も
う
一
つ
、
こ
の
改
正
で
重
要
な
の

が
、
連
帯
保
証
人
へ
の
情
報
提
供
義
務

で
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
連
帯
保
証
人
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
遅
滞
な

く 

「
履
行
の
有
無
」「
残
額
」「
期
限
が

到
来
し
て
い
る
も
の
の
額
」
に
つ
い
て

情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

「
そ
う
な
る
と
オ
ー
ナ
ー
も
面
倒
に
な

り
、
連
帯
保
証
人
で
は
な
く
、
家
賃
保

証
会
社
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
の
連
帯

保
証
人
の
極
度
額
の
規
定
は
、
個
人
が

連
帯
保
証
人
に
な
る
場
合
に
つ
い
て
の

み
の
規
定
で
す
。
法
人
で
あ
る
家
賃
保

証
会
社
が
連
帯
保
証
人
に
な
る
場
合
は
、

極
度
額
を
明
確
化
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
家
賃
保
証

会
社
の
利
用
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
今

で
も
保
証
会
社
を
通
す
こ
と
を
条
件
と

し
て
い
る
物
件
も
多
い
た
め
、
市
場
に

も
受
け
入
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
た
、
通
常
１
カ
月
分
の
保
証
料
を

負
担
す
る
の
は
入
居
者
で
確
実
に
初
期

投
資
の
コ
ス
ト
が
増
え
る
わ
け
で
す
。

家
賃
の
減
額
等
の
要
求
が
出
る
リ
ス
ク

は
可
能
性
と
し
て
あ
り
ま
す
。」

敷
金
ル
ー
ル
等
は
、

従
来
と
変
わ
ら
ず

　

敷
金
ル
ー
ル
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
判
例
等
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た

解
釈
が
明
文
化
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、「
従

来
で
も
国
土
交
通
省
に
よ
る
『
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』の
適
用
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
判
例
に
沿
っ
た
正
し
い
対
応
を

し
て
き
た
の
な
ら
、
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。」
と
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
退
去
時

に
部
屋
が
汚
れ
て
い
た
り
、
傷
つ
い
た

り
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
通
常

の
使
用
を
超
え
る
入
居
者
の
責
任
で
あ

れ
ば
原
状
回
復
費
用
と
し
て
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
本
的
に
は
「
敷

金
は
退
去
時
に
入
居
者
に
返
す
べ
き
も

◉
約
１
２
０
年
ぶ
り
の
改
正
だ
が
、

経
営
は
実
質
的
に
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
。

◉
連
帯
保
証
人
が
個
人
で
あ
る
場

合
、
極
度
額
（
責
任
の
上
限
額
）

を
定
め
る
こ
と
が
必
要
に
。
連

帯
保
証
人
へ
の
情
報
提
供
も
義

務
化
。

◉
敷
金
ル
ー
ル
は
過
去
の
判
例
を

明
文
化
。

◉
一
部
滅
失
に
よ
る
賃
料
の
減
額

を
明
文
化
。

■改正における３つの
重要ポイント

の
」
で
あ
る
こ
と
が
民
法
で
明
文
化
さ

れ
ま
し
た
。

 

「
建
物
や
部
屋
な
ど
の
一
部
滅
失
に
よ

る
賃
料
の
減
額
が
『
当
然
』
の
こ
と
と

し
て
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
従
来
の

扱
い
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
か
、

部
屋
の
修
繕
が
必
要
で
あ
る
場
合
、
オ

ー
ナ
ー
に
言
っ
て
も
対
応
し
て
く
れ
な

い
時
に
は
入
居
者
が
修
繕
し
て
、
後
に

費
用
を
請
求
で
き
る
こ
と
も
明
文
化
さ

れ
ま
し
た
。」

　

今
回
の
改
正
を
ぜ
ひ
前
向
き
に
考
え

て
、
健
全
な
賃
貸
経
営
実
現
の
た
め
の

良
い
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●❶連帯保証人（個人）の
　保証に極度額を規定

●❷敷金ルールの明文化

●❸一部滅失による賃料
　の減額

戸数が多い物件のオーナーは、画一的に対応できる家賃保証会社
に依頼するケースが増える可能性がある。
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賃貸住宅経営相談
センター
相談員　
日山 秀治氏

賃貸住宅業界で40年間にわた
り施工や管理などの実務に携わ
る。現場を知り尽くした経験か
ら、実践に役立つアドバイスを
行っている

相談員さんお願いします

空
室
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
的
確
な
対
応
が
で
き
れ
ば
、
満
室
経
営
は
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
入
居
者
確
保
策
に
つ
い
て
、賃
貸
住
宅
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
の
日
山
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

原
因
を
解
明
し
て
空
室
状
況
を
改
善
!

す
ぐ
に
実
践
で
き
る

入
居
募
集
時
の
ひ
と
工
夫

ま
ず
は
明
ら
か
に
し
た
い
、

空
室
の
原
因

　

日
山
さ
ん
は
、
空
室
の
原
因
を
明
ら

か
に
す
る
に
は
、
現
場
に
行
っ
て
み
る

こ
と
が
大
切
だ
と
説
き
ま
す
。

 

「
刑
事
ド
ラ
マ
で
言
う
と
こ
ろ
の
現
場

1
0
0
回
で
す
。
つ
ま
り
現
地
で
こ
そ
、

問
題
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
の
で
す
。

当
該
物
件
の
現
場
に
立
ち
、
顧
客
（
入

居
希
望
者
）
目
線
で
、
全
体
的
な
美
観

や
清
潔
感
、
建
物
・
付
帯
設
備
の
使
い

や
す
さ
、安
全
性
な
ど
を
冷
静
に
分
析
・

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
家
賃
な
ど
の
募

集
条
件
も
含
め
て
近
隣
の
競
合
物
件
と

比
較
し
て
、
競
合
物
件
に
勝
て
る
商
品

化
を
目
指
す
の
で
す
。」

　

サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
だ
か
ら
空
室
対
策

は
関
係
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
オ
ー
ナ

ー
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
山

さ
ん
は
こ
う
釘
を
刺
し
ま
す
。

 
「
長
期
契
約
の
サ
ブ
リ
ー
ス
物
件
だ
か

ら
と
い
っ
て
安
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
内
容
悪
化
を
理
由
に
い
つ
契
約
解

除
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
サ
ブ
リ

ー
ス
会
社
に
任
せ
き
り
に
し
な
い
で
、

経
営
者
と
し
て
当
事
者
意
識
を
常
に
持

つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。」

物
件
全
体
か
、
特
定
号
室
か

空
室
対
応
策
も
変
わ
る

 

「
空
室
が
建
物
全
体
で
発
生
し
て
い
る

か
、
特
定
号
室
で
発
生
し
て
い
る
か
の

見
極
め
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。」

と
日
山
さ
ん
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
建
物

や
外
構
を
含
め
て
全
体
を
再
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
後
者
な
ら
当
該
号

室
特
有
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
と
想

定
し
、
隣
地
・
隣
接
号
室
と
の
比
較
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
検
証
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

 

「
い
ず
れ
に
し
て
も
速
や
か
な
是
正
・

改
善
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」

　

そ
の
際
の
視
点
と
し
て
、
次
の
４
点

に
注
意
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
・
安
心
に
直
結
す
る
防
犯
性
能

②
進
入
経
路
、
敷
地
内
の
歩
車
道
分
離
、

駐
車
場
と
各
号
室
の
位
置
関
係

③
敷
地
・
建
物
全
体
の
美
観
維
持

④
日
照
、
通
風
、
悪
臭
、
騒
音

 
「
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
賃
貸
住
宅
経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。」

仲
介
会
社
と
の
友
好
な

関
係
構
築
も
鍵
に

　

い
く
ら
オ
ー
ナ
ー
が
有
効
な
対
策
を

YES NO

インターネットなどに募集広告
を出しても問い合わせがこない

START

空室の期間が長くて
困っている

空室状況別 改善策チャート
現状がどのような状態なのか、誌上で簡易診断してみましょう

特定の住戸が空室になりがち

YES NO

仲介会社との関係性
を見直そう
➡　　をチェック

住環境に問題がない
か確認しよう
➡　　をチェック

今後を考えて内見時の
工夫をしよう
➡　　をチェック

　　募集広告の見直しのポイント
◉募集条件の検討：初期費用（賃料、共益費、

礼金、敷金）を抑えめにする
◉サイト選択と告知内容：人気のサイトを選択し

ているか。写真点数は多いか（12点以上）
◉最終確認：仲介会社に依頼したセールスポイ

ントが的確に表現されているかを自身で確認

　　コミュニケーションを深めるポイント
◉人対人の関係を大切に：優先的に物件を案

内してくれるように、陣中見舞いに行く、飲食
を共にするなどして友好関係を深める
◉内見で決まらなかった理由を明確に：なぜ契

約に至らなかったかをその都度担当者に確認
し、本音を語ってもらえる関係に

　　住環境で気をつけたいポイント
◉防犯システム・設備はしっかりしているか
◉１階の各号室は目の前が各々の駐車場か
◉植栽等、敷地内の美観は保たれているか
◉隣接の建物等で日照に悪影響はないか
◉上下、左右の部屋から騒音が出ていないか

　　内見で契約に結びつくためのポイント
◉家具やカーテンなどで装飾し、ここで生活する

様子をイメージさせる
◉スリッパ等を用意して歓迎の気持ちを示す
◉周辺の生活利便施設を紹介する
◉駅までの最短ルートを仲介会社に伝えてお

き、内見者に案内してもらう

YES NO

「賃貸住宅経営相談センター」をご活用ください
住宅改良開発公社のホームページから簡単にアクセスできるのが、賃貸住宅経
営相談センターです。中立的な立場から、的確なアドバイスを行っています。
賃貸経営に関することなら、どんなことでもお気軽にご相談ください。
http://www.kairyoukousya.or.jp

講
じ
て
も
、
実
際
に
募
集
広
告
を
見
て

来
た
内
見
希
望
者
を
案
内
す
る
の
は
、

仲
介
会
社
の
営
業
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

 

「
各
社
の
ス
タ
ッ
フ
個
人
の
評
価
は
仲

介
料
確
保
高
で
決
ま
る
た
め
、
媒
介
し

や
す
い
物
件
か
ら
案
内
し
、
賃
貸
借
契

約
締
結
へ
勧
誘
し
ま
す
。
少
し
で
も
条

件
の
悪
い
物
件
は
後
回
し
に
な
る
で
し

ょ
う
。」
と
な
れ
ば
、
優
先
的
に
所
有

物
件
を
案
内
し
て
も
ら
う
た
め
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
が
、「
人
間
関
係
の
構
築

で
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

以
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、
簡

易
的
に
対
策
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
空
室
改
善
チ
ャ
ー
ト
を
左
ペ
ー
ジ
に

載
せ
ま
し
た
。
ご
自
身
が
ど
れ
に
当
て

は
ま
る
か
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

「
今
回
の
お
話
が
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
の

事
業
改
善
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。」

空室

募集広告の内容を
見直そう
➡　　をチェック11 12 13 14

11 13

12 14
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◉
オ
ー
ナ
ー
を
訪
ね
て

オ
ー
ナ
ー
の
想
い
か
ら
生
ま
れ
た

ペ
ッ
ト
可
の
自
宅
併
用
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

地
下
鉄
谷
町
線
「
都
島
駅
」
と
J
R
大
阪
環
状
線
「
桜
ノ
宮
駅
」
の
2
駅
利
用
が
可
能
な
好
立
地
を

活
か
し
た
、
希
少
性
の
高
い
ペ
ッ
ト
飼
育
可
能
な
新
築
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
。

周
辺
地
域
の
特
性
や
、
入
居
者
視
点
の
心
地
よ
さ
を
考
慮
し
た
計
画
で
物
件
価
値
を
高
め
る
。

入
居
さ
れ
る
方
は
お
客
様 

ご
両
親
の
教
え
も
引
き
継
ぐ

 

「
一
番
借
り
手
の
多
い
最
上
階
に
オ
ー

ナ
ー
が
住
ん
で
は
、
ご
先
祖
様
に
申
し

訳
な
い
。」
と
語
る
の
は
、
自
宅
併
用
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
「
M
O
R
A
D
A
・
M

Ⅱ
」
の
オ
ー
ナ
ー
能
村
さ
ん
。

　

ご
両
親
が
、
長
年
営
ま
れ
て
い
た
繊

維
業
の
廃
業
を
機
に
跡
地
を
賃
貸
ア
パ

ー
ト
と
貸
駐
車
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
た
も
の
を
、引
き
継
が
れ
ま
し
た
。先

の
言
葉
に
は
、
経
営
が
苦
し
い
時
も
こ

の
土
地
を
手
放
さ
ず
守
っ
て
く
れ
た
ご

両
親
へ
の
感
謝
と
経
営
者
と
し
て
の
教

え
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

「
引
き
継
い
だ
ア
パ
ー
ト
が
古
く
な
り

家
賃
収
入
や
今
後
の
修
繕
費
の
確
保
が

難
し
く
、
駐
車
場
も
車
離
れ
で
空
き
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
2
つ
の
大
震
災
を
経
て
耐
震
性

へ
の
不
安
や
、
母
の
介
護
の
こ
と
を
考

え
た
の
が
計
画
の
始
ま
り
で
す
。」

　

当
初
、
低
層
ア
パ
ー
ト
や
野
菜
工
場

な
ど
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
収
支
的

に
満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

 

「
そ
ん
な
時
、
隣
の
土
地
に
兄
が
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
た
際
に
お
世
話
に

な
っ
た
高
松
建
設
さ
ん
の
担
当
者
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
機
構
融
資
を
使
っ
た

8
階
建
て
の
自
宅
併
用
賃
貸
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
金
利
も
安
く
固
定
金
利

で
、
収
支
計
画
も
格
段
に
良
か
っ
た
の

で
決
め
ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
が
い
な

い
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
両
親
が
可
愛
が

っ
て
い
た
甥
や
姪
に
引
き
継
ぐ
こ
と
も

考
え
、
せ
っ
か
く
建
て
る
の
な
ら
良
い

物
を
、
と
の
想
い
も
あ
り
ま
し
た
。」

オ
ー
ナ
ー
ご
自
身
の
経
験
が 

希
少
性
と
住
み
心
地
を
高
め
る

　

具
体
的
な
計
画
で
は
、
能
村
さ
ん
か

ら
3
つ
の
要
望
を
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

一
つ
目
が
、
ペ
ッ
ト
可
に
す
る
こ
と
。

ご
自
身
が
6
匹
の
小
型
犬
を
飼
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
新
築
賃
貸
物
件
で

ペ
ッ
ト
可
が
少
な
く
、
需
要
が
望
め
る

と
考
え
ら
れ
た
そ
う
。

　

2
つ
目
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
物
件
。

様
が
生
ま
れ
た
世
帯
な
ど
、
異
な
る
家

族
構
成
を
踏
ま
え
て
広
さ
や
間
取
り
が

違
う
様
々
な
プ
ラ
ン
を
設
定
。

 

「
カ
ウ
ン
タ
ー
付
き
の
対
面
キ
ッ
チ
ン

な
ど
は
、
入
居
さ
れ
る
方
と
同
年
代
の

甥
や
姪
に
相
談
し
て
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
私
が
賃
貸
に
住
ん
で
い
た
時
に
窓

の
あ
る
浴
室
が
快
適
だ
っ
た
の
で
、
極

力
窓
を
設
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。」

　

そ
の
他
に
も
柱
の
出
っ
張
り
が
気
に

な
る
所
は
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
す
る
な
ど
、

オ
ー
ナ
ー
の
入
居
者
へ
の
配
慮
が
随
所

に
伺
え
ま
す
。

　

最
後
が
自
宅
を
1
階
に
す
る
こ
と
。 

 

「
父
や
母
は
、『
借
り
て
い
た
だ
く
人
は

お
客
様
』
と
い
う
思
い
が
強
く
、
徹
底

し
て
い
ま
し
た
。
先
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
で
も
自
宅
を
オ
ー
ナ
ー
仕
様
に
す
る

提
案
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
母
は
な
ぜ

オ
ー
ナ
ー
が
贅
沢
な
部
屋
に
住
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
、
手
す
り
を

付
け
る
だ
け
に
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味

で
、
自
宅
を
1
階
に
す
る
の
は
私
に
と

っ
て
は
自
然
の
流
れ
で
す
。
た
だ
母
に

と
っ
て
は
つ
い
の
住
ま
い
と
な
る
の
で
、

内
装
は
少
し
贅
沢
を
し
ま
し
た
。」と
笑

う
能
村
さ
ま
に
は
、
ご
両
親
の
想
い
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

 「
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
間
取
り
図
を
見

る
こ
と
が
好
き
で
広
告
な
ど
を
見
て
い

る
と
、
こ
の
辺
り
は
ワ
ン
ル
ー
ム
が
非

常
に
多
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
は
分
譲

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
の
賃
貸
な
ら
、
稀
少
性
が
高
く
喜

ば
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。」

　

こ
の
2
つ
の
要
望
は
、
高
松
建
設
の

市
場
調
査
と
も
合
致
。
ペ
ッ
ト
に
対
し

て
は
、
共
用
部
の
足
洗
い
場
や
、
室
内

の
壁
の
下
地
を
補
強
す
る
こ
と
で
爪
研

ぎ
傷
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

婚
夫
婦
や
お
子
様
連
れ
、
小
さ
な
お
子

M
O
R
A
D
A
・
M
Ⅱ
（
大
阪
府
大
阪
市
）

ご家族を温かく迎えるエントランス脇には、ペット用の足洗い場を設置。

新築賃貸では珍しい、ペット可のファミリー向け物件。

互
い
に
住
み
や
す
い
環
境
は 

入
居
者
目
線
の
管
理
か
ら

 

「
以
前
は
私
が
す
べ
て
の
フ
ロ
ア
を
週

に
一
度
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
入

居
者
の
中
に
は
オ
ー
ナ
ー
に
見
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
嫌
が
る
方
も
お
り
、
現
在

は
プ
ロ
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。」

　

ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
当
初
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
お
し
っ
こ
を
し
た
り
、
夜
に

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
す
な
ど
の
マ
ナ
ー
違
反

は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
都
度
注
意

を
す
る
こ
と
で
改
善
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
ま
で
少
し
距
離
が

あ
る
た
め
自
転
車
の
利
用
が
多
く
、
当

初
の
駐
輪
場
で
は
不
足
し
た
た
め
バ
イ

ク
置
き
場
を
減
ら
し
て
駐
輪
場
を
増
設
。

　

共
用
部
や
近
隣
へ
の
迷
惑
行
為
や
、

入
居
者
の
利
便
性
向
上
に
は
、
そ
の
都

度
こ
ま
め
に
対
処
し
、
互
い
に
住
み
良

い
環
境
を
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
甥
に
は
、
猫
が
飼
え
る
賃
貸
物
件
が

少
な
く
飼
育
数
が
増
え
て
い
る
の
で
、

猫
も
可
に
し
た
方
が
良
い
の
で
は
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。」
と
嬉
し
そ
う
に

話
す
姿
か
ら
、
今
後
も
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
へ
の
意
気
込
み
と
、
ご
両
親

へ
の
感
謝
の
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

家族とペットに優しい多彩なプランを設定
お子様を想定した
広々2LDKタイプ

新婚世帯を意識した
1LDKタイプ

LDKと隣接する洋室は広々空間としても
使え、爪研ぎ傷に配慮し壁の下地を補強。

調理中もお子様やご家族が見渡せる、カ
ウンター付き対面キッチンを全戸に採用。

オーナーのこだわりで浴室には極力窓を設
け、ご家族の心地よい入浴タイムを演出。

大阪府大阪市
能村様の愛犬

●設計・施工／高松建設株式会社
●竣工／平成28年10月
●構造／鉄筋コンクリート造地上8階建て、
　　　　賃貸住宅29戸、自宅1戸
●間取り／2LDK 22戸：50.38㎡〜60.49㎡（3タイプ）
　　　　  1LDK 7戸：41.16㎡
●地下鉄谷町線 『都島駅』、JR大阪環状線『桜ノ宮

駅』徒歩5分 
●付帯設備等／オートロック、TVモニター付インターホン、

カウンター付き対面キッチン、追い焚き機能付き浴室、浴
室乾燥機、シャワー付き洗面台、温水洗浄便座、エアコン
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入居者トラブル編

も
し
建
物
の
構
造
等
に
問
題
が

あ
っ
て
上
の
階
の
音
が
増
幅
さ 騒

音・ゴ
ミ
出
し・私
物
放
置
…

適
切
な
対
応
方
法
は
？

今
回
の
テ
ー
マ
は
入
居
者
間
の
音
の
ト
ラ
ブ
ル
と
、ゴ
ミ
出
し
や
共
用
部
使
用
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
行
為
に
対
す
る
対
処
法
。

い
つ
も
の
よ
う
に
賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
に
詳
し
い
弁
護
士
の
尋
木
先
生
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
も
ら
い
ま
す
。

たずのき・こうじ●中央大学法学部卒。
1997年司法試験合格。2000年東
京弁護士会登録。現在ことぶき法律
事務所所長

ことぶき法律事務所
尋木浩司弁護士

れ
て
下
の
階
に
響
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
オ
ー
ナ
ー
の
責
任
に
な
り
ま
す
が
、

建
物
に
問
題
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
オ

賃貸トラブル

法律
講座

●上下階の音のトラブルは、下の階の住人が神
経過敏になっているケースが多い。

●「ゴミ屋敷」になったら法的措置も。そうならない
ために日頃から注意を。

●共用部に私物を置くのは禁止だと徹底。放置
自転車の処分は時間をかけて慎重に。

●入居者同士に交流を持ってもらうことで、トラブ
ル回避の可能性が高くなる。

入居者トラブル編まとめ

上
階
の
住
人
の
出
す
音
が
う
る
さ
い
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が

下
の
階
の
住
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Q

ー
ナ
ー
に
は
、
基
本
的
に
法
的
な
責
任

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
人
同
士

に
任
せ
て
お
く
と
問
題
が
こ
じ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
オ
ー
ナ
ー
な
り
管
理

会
社
が
対
応
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
言
い
ま
す
と
、

こ
う
い
っ
た
場
合
に
多
い
の
は
、
実
は

上
階
の
住
人
は
普
通
に
生
活
し
て
い
る

の
に
、
そ
の
生
活
音
が
我
慢
で
き
な
い

と
し
て
ク
レ
ー
ム
を
言
っ
て
く
る
ケ
ー

ス
、
つ
ま
り
、
下
の
階
の
住
人
が
過
敏

に
反
応
し
て
い
る
場
合
で
す
。
結
果
と

し
て
、
嫌
に
な
っ
て
出
て
行
く
の
は
上

階
の
住
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
入
っ
た
住
人
も
同
じ
よ
う
に
出
て

階
段
下
や
廊
下
に
私
物
が
置
か
れ
て
い
た
り
、

駐
輪
場
に
放
置
自
転
車
が
あ
っ
た
り
し
て
悩
ん
で
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Q

入
居
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Q 行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

そ
ん
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
賃

貸
経
営
に
悪
影
響
が
出
ま
す
の
で
、
実

際
に
下
の
部
屋
に
行
っ
て
、
騒
音
と
言

わ
れ
て
い
る
音
が
ど
の
程
度
な
の
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
抵
は

許
容
で
き
る
範
囲
な
の
で
、
法
的
に
は

受
忍
限
度
で
あ
る
こ
と
を
丁
寧
な
言
葉

で
説
明
し
て
、
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
夜
間
に
仕
事
を
し
て
い
る
な

ど
、
生
活
リ
ズ
ム
の
異
な
る
入
居
者
が

入
っ
て
い
る
と
、
音
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
仲
介

会
社
や
管
理
会
社
に
、
入
居
審
査
の
時

に
な
る
べ
く
同
じ
生
活
リ
ズ
ム
の
人
に

入
居
し
て
も
ら
う
よ
う
に
配
慮
を
お
願

い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　

住
人
が
専
有
部
以
外
は
使

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
人
に
対
し
て
、
ゴ
ミ
袋

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
住
人
に
困
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
部
屋
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

Q

は
、
賃
貸
借
契
約
書
の
禁
止
事
項
に
明

記
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
階
段
下
に

子
ど
も
用
自
転
車
や
廊
下
に
私
物
や
段

ボ
ー
ル
を
置
く
こ
と
な
ど
は
、
債
務
不

履
行
行
為
に
な
り
ま
す
か
ら
、
撤
去
す

る
こ
と
を
当
然
要
求
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
厄
介
な
の
が
駐
輪
場
の
放
置
自
転

車
で
す
。
撤
去
の
や
り
方
を
間
違
え
る

と
、
勝
手
に
他
人
の
物
を
処
分
し
た
と

し
て
、
器
物
損
壊
罪
に
問
わ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
大
抵
は
以
下
の
よ
う

に
進
め
ま
す
。
ま
ず
は
通
知
書
と
駐
輪

ト
ラ
ブ
ル
は
、
見
ず
知
ら
ず

の
人
同
士
だ
と
起
こ
り
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
か
ら

癇
に
触
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
で
、

知
り
合
い
同
士
だ
と
文
句
を
言
い
づ
ら

く
な
り
、
多
少
の
こ
と
な
ら
我
慢
し
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
着

目
し
た
あ
る
オ
ー
ナ
ー
は
、
住
人
を
集

め
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

を
催
し
て
、
住
人
同
士
が
仲
良
く
な
る

よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
オ
ー
ナ

ー
と
住
人
の
関
係
も
良
好
に
な
り
、
長

く
住
ん
で
く
れ
る
住
人
が
多
く
な
っ
た

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
賃
貸
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ

ッ
ト
共
生
住
宅
や
、
音
楽
家
だ
け
が
住

む
物
件
で
す
。
同
じ
趣
味
や
価
値
観
を

持
っ
た
入
居
者
が
集
ま
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
入
居
者
同

士
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く
暮

ら
せ
る
と
好
評
で
す
。
住
人
同
士
の
仲

が
良
く
て
顔
見
知
り
で
あ
る
と
、
外
の

人
間
が
入
り
込
み
づ
ら
く
な
る
の
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
も
効
果
が
期
待
で

き
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

A

A

A

許
可
シ
ー
ル
を
各
住
人
に
配
り
、
一
定

期
間
以
内
に
シ
ー
ル
を
貼
ら
な
い
と
撤

去
す
る
と
告
知
す
る
の
で
す
。
た
だ
し
、

通
知
書
を
見
て
い
な
い
、
夏
休
み
や
長

A

ドタバタ
ド
ンド
ン

の
中
を
調
べ
て
本
人
を
特
定
し
て
注
意

を
し
た
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
だ

と
言
っ
て
逆
に
揉
め
事
に
発
展
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
活
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
の
は
問
題
で
す
が
、
法
的
問

題
と
い
う
よ
り
も
モ
ラ
ル
の
問
題
で
す

の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、「
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
貼
り
紙
を

す
る
な
ど
し
て
お
願
い
を
徹
底
し
た
り
、

ゴ
ミ
置
場
を
常
に
綺
麗
に
し
て
お
い
て
、

ル
ー
ル
を
守
ら
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に

し
て
お
く
こ
と
で
対
応
す
る
の
が
ベ
タ

ー
で
す
。

　

た
だ
、
部
屋
の
中
に
ゴ
ミ
が
溢
れ
る

「
ゴ
ミ
屋
敷
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
話
が
別
で
す
。
ネ
ズ
ミ
や
虫
が
発

生
し
て
、
悪
臭
も
す
る
の
で
近
隣
住
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
法
的
対
応
が
必
要
で
す
。

い
わ
ゆ
る
善
管
注
意
義
務
違
反
で
契
約

解
除
事
由
に
な
り
ま
す
か
ら
、
一
定
期

間
以
内
に
改
善
し
な
い
場
合
に
は
退
去

し
て
も
ら
う
旨
を
通
告
し
て
、
守
ら
な

け
れ
ば
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後
の
処
理
が
大
変

で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
常
日
頃
か
ら
管
理
物
件

の
様
子
に
不
審
な
点
は
な
い
か
気
を
配

る
こ
と
も
、
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

期
出
張
で
い
な
か
っ
た
、

な
ど
と
主
張
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

を
避
け
る
た
め
、
契
約

書
に
一
定
期
間
以
上
不

在
と
な
る
場
合
は
オ
ー

ナ
ー
に
知
ら
せ
る
こ
と

と
い
う
項
目
を
入
れ
込

ん
で
お
く
と
、
リ
ス
ク

の
回
避
に
な
り
ま
す
。
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［監修］赤司 洋子（あかし ようこ）氏
鍼灸師。真鳴気功主宰。医学ライターも
しながらツボ療法の啓発に努めている。著
書に『すぐ効く簡単ツボマッサージ』（ナ
ツメ社）など多数。

◉指で押しにくいツボも道具を使って
効果的に刺激

指では押しにくいところにあるツボは、先
端の細い道具を使うとしっかりと押すこと
ができます。強く刺激したいときは道具を
立て、弱くしたい時は寝かせるなど、刺激
の強弱を簡単に調節することができるのが
特徴です。

◉ボールペンの他に、鉛筆や割り箸、
爪楊枝でも

専用の道具がなくても、今回紹介したよ
うにボールペンや鉛筆の柄、割り箸など
身近にあるもので代用しても同じような
効果を得ることができます。また、爪楊
枝20〜30本を先端を揃えて輪ゴムで縛り、
軽く刺激する方法もあります。

HARMONY 2018 HARMONY 2018 14

P  A  T  I  O オーナーズネットワーク・パティオ 皆様から寄せられた賃貸住宅経営に関する工夫、
成功例をご紹介します。

◉
繁
忙
期
で
は
な
い
11
月
に
募
集
を
か

け
て
、
な
か
な
か
入
居
に
結
び
つ
か
な

い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
玄
関
チ
ャ

イ
ム
を
カ
ラ
ー
T
V
モ
ニ
タ
ー
付
き
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
に
変
え
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ

に
内
見
に
つ
な
が
り
、
そ
の
方
が
契
約

に
至
り
ま
し
た
。
と
て
も
即
効
性
の
あ

る
空
室
対
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

東
京
都
江
東
区　

I
・
A
様

◉
ゴ
ミ
捨
て
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
に
設

置
し
た
ダ
ミ
ー
カ
メ
ラ
だ
け
で
は
不
十

分
だ
っ
た
の
で
、
「
24
時
間
防
犯
カ
メ

ラ
作
動
中
」
と
大
き
な
貼
り
紙
を
し
た

ら
少
し
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

東
京
都
新
宿
区　

O
・
K
様

◉
20
年
前
、
８
戸
建
て
で
事
業
を
始
め

ま
し
た
。
現
在
、
４
棟
20
戸
の
経
営
で

す
。
最
初
の
棟
は
建
て
替
え
中
で
、
６

月
完
成
予
定
（
8
戸
→
10
戸
へ
）
で
合

計
22
戸
に
な
り
ま
す
。
本
誌
の
ご
指
摘
、

ご
提
案
の
と
お
り
、
管
理
は
委
託
し
て

も
建
物
は
オ
ー
ナ
ー
の
も
の
。
お
客
様

に
選
ば
れ
る
ア
パ
ー
ト
、
お
客
様
に
は

入
居
し
た
ら
長
く
住
ん
で
い
た
だ
け
る

ア
パ
ー
ト
の
維
持
管
理
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。　

 　

  　
　
　
　
　

　
　
　

長
野
県
安
曇
野
市　

I
・
A
様

皆様の声

◉
変
更
前
の
管
理
会
社
の
仲
介
で
入
居

し
た
方
が
退
去
す
る
こ
と
に
な
り
、
契

約
書
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
色
々
な
不

備
が
見
つ
か
り
、
カ
ギ
の
交
換
代
な

ど
の
費
用
が
請
求
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
契
約
書
の
内
容
を
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
と
、

私
自
身
が
勉
強
し
た
事
例
で
す
。

　
　

 　
　

熊
本
県
熊
本
市　

U
・
M
様

◉
殺
風
景
だ
っ
た
共
用
ス
ペ
ー
ス
に
ガ

ー
デ
ン
チ
ェ
ア
と
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
雰
囲
気
も
明
る
く

な
り
、
入
居
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い

ま
す
。　
　
　

　
　
　
　

兵
庫
県
神
戸
市　

S
・
Y
様

◉
賃
貸
住
宅
に
は
欠
か
せ
な
い
バ
ル
コ

ニ
ー
で
す
が
、
あ
え
て
バ
ル
コ
ニ
ー
を

無
く
し
、
サ
ン
ル
ー
ム
式
に
し
ま
し
た
。

不
要
な
も
の
を
バ
ル
コ
ニ
ー
に
出
す
こ

と
で
外
か
ら
の
見
栄
え
が
悪
く
な
る
こ

と
も
な
く
、
ま
た
、
花
粉
症
の
方
の
洗

濯
物
対
策
、
室
内
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
な

ど
入
居
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
好
評
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

長
野
県
飯
山
市　

T
・
H
様

公社からのお知らせ

首都圏本部水道橋受付センター拡張のお知らせ

今般、弊公社の首都圏本部水道橋受付
センターをさらにご利用いただきやすくする
ため、より広く明るく拡張いたしました。

※左写真は拡張された
水道橋受付センター

（ココタイラビル1階）

本社・首都圏本部 札幌支社 仙台支社
営業地域／東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、
茨城県、山梨県、沖縄県

営業地域／北海道 営業地域／青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山
形県、福島県

〒102-0076 東京都千代田区五番町14-1 
国際中正会館ビル3階

〒060-0002 札幌市中央区北二条西3-1-8 
朝日生命ビル3階

〒980-0013 仙台市青葉区花京院1-1-20 
花京院スクエア16階

☎03-3237-7411 FAX03-3237-7418 ☎011-221-6717 FAX011-221-7200 ☎022-266-2941 FAX022-266-2926
高崎支社 名古屋支社

営業地域／栃木県、群馬県、新潟県、長野県、富山県*、石川県*、福井県*
*富山県、石川県、福井県で建設された方については、返済
開始後の管理業務を名古屋支社が行います。

営業地域／岐阜県、愛知県、三重県、静岡県*
*静岡県で建設された方については、返済開始後の管理業務
を首都圏本部が行います

〒370-0849 高崎市八島町110-1 
アールエムツー高崎ビル2階

〒461-0004 名古屋市東区葵3-15-31 
千種ニュータワービル9階

☎027-324-6171 FAX027-324-6172 ☎052-930-6821 FAX052-930-6824
大阪支社 広島支社 福岡支社

営業地域／滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

営業地域／鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 営業地域／福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
大分県、宮崎県、鹿児島県

〒541-0057 大阪市中央区北久宝寺町2-5-9 
飛栄創建ビル7階

〒730-0014 広島市中区上幟町7-3　
コンフォート幟7階

〒 810-0001 福岡市中央区天神 3-10-20　
KG 天神ビル東 3 階

☎06-6245-5557 FAX06-6245-0379 ☎082-511-1151 FAX082-511-1160 ☎092-712-4401 FAX092-712-4403

公社お問い合せ先

首都圏本部 水道橋受付センター
営業地域／東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、山梨県、沖縄県
水道橋受付センター（事業推進第一部）
〒112-0004 東京都文京区後楽1-2-2 ココタイラビル1階
☎03-5805-2521 FAX03-5805-2528

（事業推進第二部）
〒112-0004 東京都文京区後楽1-2-9 エー・ゼットキュウブビル2階
☎03-5805-2607 FAX03-5805-2608

小石川後楽園

ウインズ
後楽園

東京ドーム
東京ドーム
シティ

東京ドーム
ホテル

ラクーア

住宅金融
支援機構

JR 水道橋駅
ココタイラ
ビル1階

首
都
高
速

白
山
通
り

三
田
線 

水
道
橋
駅

丸の内線 後楽園駅

都
立
工
芸
高
校

他の工夫等については、住宅改良開発公社のホームページ上の「お客様の声」のコーナーに掲載しています。　http://www.kairyoukousya.or.jp

この時期は、暑さで体が弱まり、胃腸が疲れるなど不調を感じやすい季節です。
この要因の一つが自律神経の乱れです。今回はボールペンを使って、自律神経の乱れを

整えるのに効果的なツボを刺激する方法を紹介します。

夏の不調に効くツボ
身近な物で簡単ツボ押し［ボールペン］

いきいき
健康生活

合谷 ごうこく

今回紹介したツボは、胃腸の働き
に作用する「合谷」、だるさを緩
和する「井穴」、免疫力を高める
「大椎」。ボールペンを使って、
いつでもどこでもできますから、
気軽に試してみてください。

■自律神経の乱れを整えて
夏を元気に!

自律神経は気温や湿度に応じて体温調節をしたり、
内臓の働きをコントロールしたりする大切な役割を
果たしています。

「万能のツボ」と呼ばれていま
す。手の甲の、親指と人さし指
の股の間にあります。押すと少
し痛く感じるところです。

首を前に傾けた姿勢で、ツ
ボを刺激します。１秒に１回
程度のリズムでトン、トン、
トンと、小鳥が餌をついば
むイメージで10〜20回。
爪楊枝の束を使ってもいい
でしょう。

大椎 だいつい

首を前に倒した時に出っ張る背
骨のすぐ下にあるツボが大椎で
す。免疫力を高めるツボで風邪
の予防に効果的です。

親指を開いてボールペンの
柄をツボに当て、３秒押して
３秒休む。これを左右の手
で５回ずつ行ってください。
いつもほぐれた状態を保て
るように、毎日ツボ押しを
続けましょう。

井穴 せいけつ

テーブルの上などで甲を上
にして手を開き、ツボを刺激
します。気持ちが良いと感
じるくらいの強さで２秒、３
回ずつ左右のツボを押しま
す。老廃物を指先へ流すつ
もりで行いましょう。

手の指の爪の付け根の両脇に
は重要なツボが集まっていま
す。両手の指にあるこれらの
ツボを井穴と言います。

症状 ▶ 胃腸の疲れ 症状 ▶ だるさ

症状 ▶ 風邪をひきやすい


